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真
冬
の
寒
波
が
押
し
寄
せ
る
１
月
８
日
、
16
時
30
分
か
ら
関
東
地
方
支
部
の
３
階
大
会
議
室
で
現
場
組
合
員
、
職
場
委
員
、
組

合
政
治
参
与
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
各
級
議
員
、
友
誼
団
体
、
関
係
す
る
行
政
機
関
、
担
当
会
社
関
係
者
な
ど
約
４
０
０

人
が
出
席
し
、
２
０
２
６
年
関
東
地
方
支
部
旗
開
き
新
年
会
を
開
催
し
た
。

　
関
東
地
方
支
部
の
旗
開
き
は
２
０
２
０
年
の
開
催
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
控
え
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
今
年
も
昨
年
に

続
き
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
は
全
横
浜
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
の
堀
内
秀
紀
執
行
委
員
長
と
海
員
組
合
政

治
参
与
の
浅
尾
慶
一
郎
参
議
院
議
員
、
同
じ
く
海
員
組
合
政
治
参
与
の
伊
関
功
滋
横
須
賀
市
議
会
議
員
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

執
行
部
と
職
場
委
員
、
現
場
組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
を
盛
り
上
げ
る
旗
開
き
と
な
っ
た
。

船
員
の
担
い
手
確
保
は
海
運
業
界
の
最
重
要
課
題

船
員
の
担
い
手
確
保
は
海
運
業
界
の
最
重
要
課
題

　
旗
開
き
新
年
会
は
木
下
友
喜
関

東
地
方
支
部
副
支
部
長
の
司
会
で

は
じ
ま
り
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ

つ
で
髙
宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長

は
「
海
運
業
界
も
船
員
職
業
の
後

継
者
の
確
保
・
育
成
が
最
優
先
課

題
。
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
て

る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
全
体
の
使

命
で
あ
り
、
次
世
代
の
担
い
手
の

松
浦
満
晴
組
合
長
が
「
海
運
・
水

産
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
で
人
手
不
足
、
人
材
確

保
競
争
が
激
化
し
て
い
る
中
、
船

員
職
業
の
担
い
手
の
確
保
は
業
界

全
体
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
、

官
民
労
使
が
一
体
と
な
り
全
力
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
め
の
環
境
整
備
な
く
し
て
業
界

の
未
来
は
な
い
。
今
年
も
関
東
地

方
支
部
は
一
丸
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
状
況
を
見

極
め
努
力
を
惜
し
ま
ず
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
、
海
運
業
界
の
将
来

は
、
官
民
労
使
一
体
で
取
り
組
む

課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
続
い
て
、
本
組
合
を
代
表
し
て

本
組
合
も
船
員
職
業
を
夢
見
る
子

ど
も
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
な
る

よ
う
、
船
員
の
魅
力
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
海
に
親
し
む
活
動
も

含
め
組
合
活
動
に
全
力
を
尽
く

す
」
と
、
海
員
組
合
が
実
施
し
て

い
る
体
験
乗
船
や
各
地
域
で
の
体

験
授
業
、
海
員
組
合
独
自
の
奨
学

金
制
度
の
成
果
な
ど
に
触
れ
、
船

員
の
後
継
者
確
保
・
育
成
に
向
け

て
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
産
業
別
労
働
組
合
と

し
て
一
致
団
結
し
て
執
行
活
動
に

ま
い
進
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

　
次
に
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

▽
堀
内
秀
紀
全
横
浜
港
湾
労
働
組

合
連
合
会
執
行
委
員
長
▽
石
川
和

幸
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈

川
県
連
合
会
副
事
務
局
長
▽
佐
藤

克
文
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
次

長
▽
竹
内
紀
充
横
浜
市
港
湾
局
港

湾
物
流
部
部
長
▽
伊
関
功
滋
横
須

賀
市
議
会
議
員
（
本
組
合
政
治
参

与
）
▽
浅
尾
慶
一
郎
参
議
院
議
員

（
前
環
境
大
臣
・
本
組
合
政
治
参

与
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　
今
年
の
円
満
末
広
が
り
を
願
う

旗
開
き
恒
例
の
鏡
開
き
で
は
、
松

浦
満
晴
組
合
長
、
髙
宮
成
昭
関
東

地
方
支
部
長
、
吉
松
敏
宏
商
船
三

井
職
場
委
員
、
藤
井
勝
啓
東
海
汽

船
職
場
委
員
の
４
人
が
小
槌
を
握

り
し
め
、
会
場
の
「
よ
い
し
ょ
！

よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
勢
い
よ
く
酒
樽

の
ふ
た
が
割
ら
れ
、
田
中
翼
日
本

郵
船
職
場
委
員
が
乾
杯
の
音
頭
を

取
っ
た
。

　
参
加
者
が
歓
談
す
る
中
、
安
藏

巧
関
東
地
方
支
部
在
籍
専
従
執
行

部
員
が
本
旗
開
き
新
年
会
に
寄
せ

ら
れ
た
祝
電
を
披
露
し
た
後
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
声
楽
に

よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
最
後
に
、
大
滝
恒
関
東
地
方
支

部
長
代
行
の
音
頭
に
よ
る
「
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」
で
、
旗
開
き
新
年

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

関東地方支部関東地方支部旗開き新年会旗開き新年会202620262026年年年

左から吉松敏宏商船三井職場委員、松浦満晴組合長、髙宮成昭関東地方支部長、左から吉松敏宏商船三井職場委員、松浦満晴組合長、髙宮成昭関東地方支部長、左から吉松敏宏商船三井職場委員、松浦満晴組合長、髙宮成昭関東地方支部長、
藤井勝啓東海汽船職場委員藤井勝啓東海汽船職場委員藤井勝啓東海汽船職場委員

あいさつする松浦満晴組合長あいさつする松浦満晴組合長あいさつする松浦満晴組合長

大滝恒関東地方支部長代行大滝恒関東地方支部長代行大滝恒関東地方支部長代行
によるガンバロー三唱によるガンバロー三唱によるガンバロー三唱

あいさつする髙宮成昭関東地方支部長あいさつする髙宮成昭関東地方支部長あいさつする髙宮成昭関東地方支部長

ガンバロー三唱ガンバロー三唱ガンバロー三唱

演奏会演奏会演奏会

会場のようす会場のようす会場のようす
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12
月
16
日
、
金
川
造
船
株
式
会

社
よ
り
引
渡
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
海

事
株
式
会
社
の
新
造
船
タ
グ
ボ
ー

ト
「
い
せ
し
お
」
が
名
古
屋
港
に

配
備
さ
れ
た
。

　
新
造
船
の
「
い
せ
し
お
」
は
旧

「
い
せ
し
お
」
の
代
替
船
と
し
て

建
造
さ
れ
、
船
名
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、
従
来
船
と
比
べ
て
操
船

時
の
安
全
性
と
操
縦
性
を
高
め
る

た
め
、
船
橋
か
ら
モ
ニ
タ
ー
で
全

方
位
を
確
認
で
き
る
カ
メ
ラ
を
取

り
付
け
た
。

　
グ
リ
ー
ン
海
事
株
式
会
社
は
、

４
隻
の
タ
グ
ボ
ー
ト
を
運
航
し
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
は
じ
め
原
油
タ
ン
カ

ー
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
タ
ン
カ
ー
、
木

材
チ
ッ
プ
船
、
コ
ン
テ
ナ
船
、
自

動
車
運
搬
船
や
ク
ル
ー
ズ
船
な

ど
、
大
型
船
の
入
出
港
に
お
け
る

離
着
岸
の
サ
ポ
ー
ト
や
エ
ス
コ

ー
ト
作
業
に
従
事
し
、
国
内
屈
指

の
貨
物
取
扱
量
を
誇
る
名
古
屋
港

と
四
日
市
港
に
お
い
て
、
大
型
船

の
安
全
で
円
滑
な
入
出
港
の
サ
ポ

ー
ト
を
通
し
、
日
本
の
海
上
輸
送

を
支
え
て
い
る
。
職
人
気
質
の
北

島
宗
英
船
長
は
「
わ
が
タ
グ
道
に

一
片
の
く
い
な
き
よ
う
に
邁
進
す

る
」
と
力
強
く
語
り
、
新
造
船
へ

の
自
信
と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

　
古
く
よ
り
名
古
屋
城
の
城
下
町

に
職
人
が
集
い
、
も
の
づ
く
り
の

街
と
し
て
発
展
を
と
げ
て
き
た
名

古
屋
市
は
、
現
在
も
自
動
車
産
業

を
中
心
に
、
日
本
の
産
業
を
け
ん

引
し
て
い
る
。

　
こ
の
名
古
屋
市
の
海
の
玄
関
口

と
し
て
発
展
し
て
き
た
名
古
屋
港

の
シ
ン
ボ
ル
、
名
古
屋
港
ポ
ー
ト

ビ
ル
の
そ
ば
に
は
、
昭
和
40
年
か

ら
18
年
間
に
わ
た
り
活
躍
し
た
南

極
観
測
船
「
ふ
じ
」
が
昭
和
60
年

か
ら
係
留
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も

多
く
の
見
学
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。

《
名
古
屋
支
部
＝
発
信
》

名古屋港名古屋港名古屋港

神戸港神戸港神戸港

　
２
０
２
６
年
１
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
１
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
５
２　
新
潟
地
区
組
合
員

　
（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
山
崎　
浩
和　
　
日
本
海
曳
船

船
長

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位　
０
４　
　
関
西

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
６
年
１
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
１
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
１
月
25
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
１
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
24
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
25
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
地
方
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日

に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
資

格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

平和で豊かな海を願う平和で豊かな海を願う
金刀比羅宮神戸分社金刀比羅宮神戸分社で参拝で参拝

　
穏
や
か
な
冬
晴
れ
の
１
月
６
日
、

神
戸
市
兵
庫
区
に
あ
る
金
刀
比
羅

宮
神
戸
分
社
を
、
浦
隆
幸
関
西
地

方
支
部
長
を
は
じ
め
執
行
部
と
ケ

イ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ロ
ー
バ
ル
ク
シ
ッ
プ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
山

﨑
諒
職
場
委
員
が
参
拝
し
た
。

　
こ
の
神
社
は
、
讃
岐
金
刀
比
羅

宮
の
神
戸
分
社
と
し
て
、
明
治
15

年
に
神
戸
市
兵
庫
区
福
原
町
に
金

刀
比
羅
宮
遥
拝
所
を
兼
ね
た
崇
敬

講
社
福
原
集
会
所
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
て
以
降
、
海
上
安
全
・
大
漁

満
足
の
「
福
原
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」

と
し
て
祀
ら
れ
、
現
在
も
親
し
ま

れ
て
い
る
。

　
昨
年
は
大
規
模
火
災
に
記
録
的

猛
暑
、
地
震
等
な
ど
自
然
災
害
に

脅
威
を
感
じ
る
一
年
で
あ
っ
た
が
、

不
安
定
な
世
界
情
勢
か
ら
一
刻
も

早
く
脱
却
し
、
平
和
に
暮
ら
せ
る

よ
う
全
員
で
祈
願
し
た
。

《
関
西
地
方
支
部
＝
発
信
》

新造船「いせしお」新造船「いせしお」新造船「いせしお」

夜の名古屋港ポートビル夜の名古屋港ポートビル夜の名古屋港ポートビル

南極観測船ふじ南極観測船ふじ南極観測船ふじ

タグボートいせしおいせしお就航就航
グリーン海事株式会社グリーン海事株式会社グリーン海事株式会社

新造船

左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、和田文男関西地方支部長代行、左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、和田文男関西地方支部長代行、左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、和田文男関西地方支部長代行、
浦隆幸関西地方支部長、山﨑諒ケイラインローローバルクシップマネージメント職場委員浦隆幸関西地方支部長、山﨑諒ケイラインローローバルクシップマネージメント職場委員浦隆幸関西地方支部長、山﨑諒ケイラインローローバルクシップマネージメント職場委員
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道
南
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員
か

ら
船
員
職
業
の
説
明
、
津
軽
海
峡

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
山
崎
主
一

職
場
委
員
と
昭
和
日
タ
ン
マ
リ
タ

イ
ム
株
式
会
社
の
加
藤
典
嗣
職
場

委
員
か
ら
、
フ
ェ
リ
ー
や
内
航
船

の
船
内
生
活
と
船
員
の
魅
力
に
つ

い
て
、
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
説

明
し
、
意
見
交
換
の
中
で
理
解
を

深
め
て
も
ら
っ
た
。

　
説
明
会
が
終
わ
り
、
学
校
側
か

ら
は
「
船
員
職
業
の
魅
力
を
生
徒

に
伝
え
て
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。

生
徒
の
為
に
も
引
き
続
き
説
明
会

を
開
催
し
て
船
員
の
魅
力
を
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
継
続
的

協
力
を
要
望
す
る
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
。

《
道
南
支
部
＝
発
信
》

12
月
17
日
、
北
海
道
函
館
水
産

高
等
学
校
で
、
本
科
１
年
生
お
よ

び
３
年
生
を
対
象
に
船
員
職
業
説

明
会
を
開
催
し
、
全
日
本
海
員
組

合
道
南
支
部
の
執
行
部
と
職
場
委

員
が
講
師
と
し
て
参
加
し
、
生
徒

た
ち
に
船
員
職
業
の
魅
力
を
伝
え

た
。

　
本
説
明
会
は
、
本
校
の
生
徒
た

ち
へ
、
船
員
職
業
を
中
心
に
、
船

や
海
へ
の
関
心
を
深
め
る
目
的
で
、

例
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
お
り
、

今
回
の
説
明
会
に
は
海
洋
技
術
科

か
ら
12
人
、
機
関
工
学
科
か
ら
18

人
の
合
計
30
人
が
出
席
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
山
﨑
秀
和
北

海
道
地
方
支
部
長
兼
道
南
支
部
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
福
島
隆
吏

漁師の仕事！ 知る授業漁師の仕事！ 知る授業
神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校

12
月
22
日
、
神
奈
川
県
立
海
洋

科
学
高
等
学
校
実
習
棟
２
階
教
室

で
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
「
漁
師

の
仕
事
！
知
る
授
業
」
が
開
催
さ

れ
、
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等

学
校
の
本
科
１
年
生
９
人
と
本
科

２
年
生
６
人
の
計
15
人
が
出
席
し

た
。

　
こ
の
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
一
般

社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保

育
成
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
海
員
組
合
の
ほ
か
、

住
吉
漁
業
株
式
会
社
、
大
洋
エ
ー

ア
ン
ド
エ
フ
株
式
会
社
、
株
式
会

社
長
久
丸
、
共
和
水
産
株
式
会

社
、
勝
倉
漁
業
株
式
会
社
、
株
式

会
社
勝
栄
丸
、
飯
古
建
設
有
限
会

社
な
ど
が
参
加
し
た
。

　
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
始
に
あ

た
り
、
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
の
北

井
楓
係
長
か
ら
、
本
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
後
、
全
日
本
海
員
組
合
三
崎
支

部
の
錦
織
康
一
次
長
が
「
各
社
か

ら
の
説
明
を
受
け
て
漁
船
漁
業
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来

就
職
す
る
際
の
職
業
の
選
択
肢
と

し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
７
社
で
５
ブ
ー

ス
を
設
置
、
各
ブ
ー
ス
で
担
当
者

か
ら
は
、
会
社
の
概
要
を
は
じ

め
、
漁
業
の
種
類
や
漁
法
を
中
心

に
漁
船
漁
業
の
魅
力
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
。

　
海
外
ま
き
網
漁
業
の
ブ
ー
ス
で

は
、
投
入
し
た
漁
網
で
魚
群
を
巻

き
込
む
映
像
な
ど
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
動
画
で
、
生
徒
た
ち
の
注

目
を
集
め
た
。

　
遠
洋
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業
の

ブ
ー
ス
で
は
、
本
校
の
卒
業
生
で

も
あ
る
漁
労
長
が
出
席
し
、
生
徒

た
ち
に
乗
船
中
の
体
験
談
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
漁
獲
に
使
用
し

て
い
る
疑
似
餌
を
展
示
し
、
生
徒

が
疑
似
餌
を
手
に
持
ち
興
味
を
示

し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
遠
洋
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
ブ

ー
ス
で
は
、
漁
法
を
は
じ
め
乗
船

期
間
や
船
内
生
活
な
ど
の
説
明
が

な
さ
れ
、
最
近
は
乗
組
員
構
成
が

若
返
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、

遠
洋
漁
船
の
魅
力
を
伝
え
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
、
漁
船
員
に
な

る
た
め
の
必
要
な
海
技
免
状
な
ど

の
質
問
も
あ
り
、
担
当
者
が
説
明

し
た
。
最
後
に
事
務
局
か
ら
、
漁

業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
案
内
が
あ

り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
終
え
た
。

（
三
崎
支
部
＝
発
信
）

船員職業説明会で生徒たちに船員職業説明会で生徒たちに
船員の魅力を伝える船員の魅力を伝える

北海道函館水産高等学校北海道函館水産高等学校北海道函館水産高等学校

乗
船
中
の
体
験
談
で
漁
船
漁
業
の
魅
力
を
伝
え
る

フェ
リ
ー
や
内
航
船
の

フェ
リ
ー
や
内
航
船
の

 

現
役
船
員
が
講
師
役

現
役
船
員
が
講
師
役

日本の海上物流や漁船漁業を担う
船員の重要性を説明

函館港函館港函館港

函館港に着桟中の練習船・若竹丸函館港に着桟中の練習船・若竹丸函館港に着桟中の練習船・若竹丸
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シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
小
久
保
侑
也

さ
ん
、
準
優
勝
は
コ
ス
モ
海
運
の

吉
田
充
洋
さ
ん
、
三
位
は
ナ
ゴ
ヤ

シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
伊
藤
奏
太
さ

ん
と
な
り
、
閉
会
式
で
入
賞
を
祝

っ
た
。
優
勝
者
の
小
久
保
さ
ん

は
、「
次
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
も
参
加
す
る
の
で
、
私
に
挑
ん

で
ほ
し
い
」
と
の
力
強
い
ス
ピ
ー

チ
を
述
べ
会
場
を
わ
か
せ
た
。

　
ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
後

に
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ

れ
、
景
品
の
目
玉
で
あ
る
任
天
堂

ス
イ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を
太
平
洋
フ
ェ

リ
ー
の
梅
木
信
吾
さ
ん
が
勝
ち
取

っ
た
。
ま
た
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー

の
往
復
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ナ
ゴ

ヤ
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
竹
内
直
嗣

さ
ん
と
永
山
賢
さ
ん
が
勝
ち
取

り
、
最
後
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
海
員
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
幕
を
閉
じ
た
。

《
名
古
屋
支
部
＝
発
信
》

12
月
５
日
に
第
40
回
海
員
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
名
古
屋
市
の
コ
ロ

ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
中
川
店
で
開

催
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
な
ど

約
40
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
開
会
式
を
行
い
、
山

原
始
名
古
屋
支
部
長
が
「
名
古
屋

及
び
四
日
市
近
辺
の
会
社
の
組
合

員
が
集
結
し
て
い
る
。
日
頃
の
鬱

憤
を
晴
ら
す
と
共
に
近
隣
会
社
と

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
始
球
式
は
昨
年
度
の
優
勝
者
の

ナ
ゴ
ヤ
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
永
山

賢
さ
ん
が
務
め
、
豪
快
な
投
球
で

ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
会
場
で

は
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
続
い
た
。

　
競
技
中
は
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い

悔
し
が
る
姿
や
ス
ト
ラ
イ
ク
を
連

発
し
、
会
社
の
垣
根
を
超
え
て
ハ

イ
タ
ッ
チ
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
競
技
の
結
果
、
優
勝
は
ナ
ゴ
ヤ

鹿児島市鹿児島市鹿児島市

北九州市北九州市北九州市

名古屋地区と四日市地区名古屋地区と四日市地区名古屋地区と四日市地区

12
月
11
日
、
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ

ウ
ル
小
倉
店
で
、
北
九
州
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
現
場
組
合

員
と
そ
の
家
族
・
担
当
会
社
か
ら

17
チ
ー
ム
計
65
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
松
本
順
一
九
州
関
門

地
方
支
部
長
が
「
日
ご
ろ
の
生
活

や
仕
事
で
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を

ピ
ン
に
ぶ
つ
け
、
け
が
に
注
意
し
、

懇
親
を
深
め
最
後
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

子
ど
も
達
に
よ
る
始
球
式
を
行

い
、
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
中
は
、
仕
事
仲
間
や
他

社
旧
友
と
の
交
流
を
楽
し
む
人

や
、
他
チ
ー
ム
に
負
け
な
い
と
奮

闘
す
る
人
な
ど
で
、
会
場
は
熱
気

と
笑
い
で
最
高
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
賞
品
が
授
与
さ
れ
る
た
び

に
会
場
に
歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

12
月
11
日
、
海
員
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
鹿
児
島
市
の
Ｔ-

Ｍ
Ａ
Ｘ

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
で
開
催
し
、
組
合
員
と

そ
の
家
族
な
ど
計
33
人
が
参
加
し

た
。
開
会
式
で
は
二
神
健
太
鹿
児

島
支
部
長
が
「
楽
し
く
、
け
が
の

な
い
よ
う
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
レ

ー
ン
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ

ア
を
取
っ
た
際
に
大
き
な
歓
声
が

上
が
る
な
ど
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

家
族
や
仲
間
と
の
絆
を
深
め
た
。　

　
競
技
の
結
果
、
優
勝
は
大
島
産

業
株
式
会
社
の
三
浦
卓
さ
ん
。
第

２
位
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
マ
リ
ン
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
の
竹
中
鱗
太
朗
さ

ん
。
第
３
位
は
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
の
長
野
洋
人
さ
ん
と

な
り
、
チ
ー
ム
別
の
優
勝
は
大
島

産
業
株
式
会
社
の
三
浦
卓
フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。

《
鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

子どもたちの始球式子どもたちの始球式子どもたちの始球式

第40回第40回

海員ボウリング大会海員ボウリング大会

海員ボウリング大会海員ボウリング大会

北九州ボウリング大会北九州ボウリング大会
日ごろのストレスをピンにぶつける

ジャンケン大会も盛り上がる

懇親を深め盛り上がる
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